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長尾会長挨拶 (写真上) 
本日は大勢の皆様にご出席戴き有り難うございま

す。3年ぶりの開催となる今日の大会は、1999年から
23年間続けてやっている名東区だけのものです。 
14 年前から川柳大会が始まり、今回は一般の人から
の応募を含め 463句集まり、その中から素晴らしい作
品が 10点選ばれました。 
 皆さんに毎回申し上げている、①横断歩道を渡る
②反射材を身につける ③車にシルバーマークを貼
る の三つを守って、交通安全に努めましょう。 
 今年は計画通り行事をやっていきます。静から動に
変化します。皆様こぞってご参加ください。 
近藤区長挨拶 
 本日は、3年ぶりの本大会、誠におめでとうございま
す。名東区は 8月まで死亡事故はゼロでしたが、9月
に残念ながら 1 件発生しました。夕暮れ時の事故が
多いので、反射材を身に着け、事故防止に努めてく
ださい。 
春日名東署長挨拶 
 交通安全のご協力御礼申し上げます。3 年ぶりの
本大会の開催に心よりお喜び申し上げます。 
川柳は、交通安全に対する多種多様な見方が作品
に込められており、感謝と敬意を表します。 
 県下の死亡事故は、現在 94(前年比＋８)、大阪の
104 に次いで、ワースト２です。区内の人身事故は、
199(昨年比△13)で減少していますが、9 月に、名東
本通で 63 歳の方(反射材なし)の死亡事故がありまし
た。皆様には、安全ルールを守り、事故防止に努め
てください。                武田敬子 

令和 4 年 

高齢者交通安全総決起大会 
      9 月 30 日(金) 名東文化小劇場 

大   会   宣   言  
 交通事故は、一瞬にして尊い命を奪い、平穏な暮ら
しを破壊します。昨年次、愛知県では、人身事故が
24,185 件あり前年比マイナス 2.8％と減少し、死者
数は 117 名と 37 名減でした。3 年連続で全国ワース
ト１を回避しました。 
 しかしながら、高齢者の死 
亡事故が多い傾向は変わらず、 
昨年は 74 名の方が亡くなり、 
全体の 6 割を超えています。 
このように高齢者を取り巻 

く交通状況は、厳しい環境に 
あります。 
安全で明るい生活を送るに 

は、運転者自身が交通ルール・ 
マナーとともに高齢者への配 
慮を認識し、“交通安全意識” 
をもって行動することが大切 
です。 
私たちは、本日ここに、“安全で快適な交通社会の

実現をめざし”次のことを実践することを宣言しま
す。 
1、私たちは、安全確認とゆとりをもって、交通ルー

ルに従って運転します。 
1、私たちは、運転をするときは歩行者を優先し、横

断歩道では必ず止まります。 
1、私たちは、横断歩道を渡り、夜は明るい服装や反

射材を身に着けます。 
  
令和４年９月３０日 
       名東区高齢者交通安全総決起大会 
宣言者  名東区なごやかクラブ連合会 
         健康福祉部 林 年夫 

「あゆみ」交通安全教室    
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 信長は、１５４６年、１３歳で元服した。１５４７年、今川
勢の砦、三河吉良大浜の急襲と大勝で、武者始とし
ての初陣を飾った。 
 通常、初陣を経験する大名の子弟は、老臣に軍議
を立ててもらい、自らは形式上の指揮者として戦に臨
んだ。しかし、信長は出陣評定の場で、傳役

も り や く

の重臣、
平手政秀、林新五郎、青山与三右衛門、内藤勝介ら
の意見を一蹴し、自身の主張を押し通して出陣を決
めた。 
「儂が元服した上は家来どもは、儂の指図に従うのが
道であろうがな。主人が吉良大浜の敵を焼き討ちに
参ると申して居るからには、黙ってついてくればよかろ
うが」「最も攻めやすき時に攻め、攻めやすき場所から
仕掛けるのが儂の軍略じゃ。以降、いらざる占卜は無
用にいたせ」と、当時の占卜による軍配兵法も無視し
ている。 
 信長の父信秀は、戦いが終わって、平手政秀に付
き添われて武者始の結果を告げに来た信長を、「そ
の方、家来の使いようが巧者だがや」と褒めた。 

 次回は、「柴田勝家登場の章」のお話しをします。 

 

織田信長型破りの初陣の章  

市老連女性リーダー代表者会 
        ７月２１日(木) 市総合福祉会館 
・第 38回女性リーダー研修会、女性リーダーノルデイッ
クウオーキング体験会、健康づくりウオー＾キング大会  

        9月 15日(木) 市総合福祉会館 
・第 38回女性リーダー研修会 11月 29日 
 演題 元気になる極意 
 講師 ふれあいサロン・くめ理代表 片山凉子氏 
                  報告者  小早川かよ子 

 

高社クラブ 
宮地賢二 

第 47回名東福祉大学校 
 教養講座開講式ならびに第 1日目講座 
         9月 13日(火) 名東文化小劇場 
 開講式 後藤社会部推進委員の司会で始まりました。 
 長尾会長の挨拶：9月中旬と言う 
のに、まだ暑い日が続きます、コロナ 
の感染も収束が見えない中、手指の 
消毒やら検温やら、堅苦しい状況下 
でも、200名を超える会員で、開講式 
と、第一日目の講義を始めることが出 
来たことは、嬉しい限りです。 
 第 1時限の講師、矢野きよ実さんは、 
2年前に講演をお願いしまた、昨年は 
緊急事態となって中止となり、ようやく本日、お話しを聞けること
になりました。 
 第2時限では、愛知県の観光資源を学び、きっと新しい
発見があるものと期待します。 
 教養講座は、5 日間あります、皆さんには是非、全部に
出席していただき、コロナ禍以来の、活動を、「静」から
「動」へと変え、昨年度からの 180 名の会員減少を乗り越
えて進みましょう。 
 なお、中止が続いていた、紅葉狩りも、10 月 24 日に行
います。 
小川福祉課長挨拶：一昨年４月に着任し、3年になりま

す。今年の講座は、内容がバラエテイに富んでいて、楽し
く聴講できるのではないかと期待しております。 
                小早川かよ子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 小川福祉課長挨拶 

 

第 1 時限  矢野きよ実氏  パーソナリテイ・書家 
講演 「一人じゃないよね」 

 

 

第２時限     渡邉亨介氏(愛知県観光振興課) 

 「愛知の歴史を生かした観光振興」 
 ～観光は、すべての産業を活気づける「手段」～ 
外国人観光客の日本国内消費額は、 

コロナ禍直前の 2019年、4.8兆円。 
米・西・仏・泰・英・伊に次ぎ世界第 7位。 
 愛知県には、京都奈良東京のような、 
強力な観光スポットはないが、名古屋 
城築城以降地域に根付いた技術、 
文化が、今日の機械製造、醸造、窯業、 
郷土芸能、食文化に結実していて、そ 
のレベルは、「観光の“通”」を十分に 
満足せしめるものがある。県では、これらの観光資源を
磨き上げ、シナジー効果を見込み、2021～2023 年で、
県内観光消費額１兆円を目指しています。 

「ほんで…」「だもんで…」と、名古屋弁を速射砲の様に
受講生に浴びせながら、「私の人生より、皆さんの長い人
生の話の方が面白いのでは？」と、話が始まりました。 
東日本大震災で被災した、硯の産地の瓦礫の中から

偶然見つけ出された、硯を紹介（写真上）。代表作の書 
「無敵」もステージに展示されました。 
習字はお手本通りに書くものだけ 

ど、書は、心の中を書くもの。 
被災地の、小学校の講堂で、書 
の教室を開き、大勢の子供たちに 
書いて貰った沢山の書を、舞台 
中に展開して、紹介して貰いました 
(右： 4 歳 7 ケ月の子の書)。 

養護施設の子達の書も見せて戴
きました。(左)。 
最後に、 

「いい日になりますように」の 
「想」を受講生に残して戴きま 
した。 

 

 

 

 

 

 


